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第２章 初歩のアルゴリズムと流れ図
＆擬似言語

アルゴリズムの基本構造

配布
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アルゴリズムの基本構造（Ｐ３２）

• ストラクチャード定理（構造化定理）

– 「プログラムが１つの入り口と１つの出口を持つよ
うに設計されていれば（これを適正プログラムと
いう）、基本的な３つの構造単位の組み合わせに
よって、どんな論理でも記述できる。３つの基本
構造単位とは、順次型、選択型、繰返し型であ
る。」

配布
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（直線型）練習問題 変数AとBの内容を交換する流れ図
と擬似言語を作成せよ。作業用に変数Ｗを使用する。

主記憶装置

１０

Ａ

２０

Ｂ

？

Ｗ

実行前

主記憶装置

２０

Ａ

１０

Ｂ

？？？

Ｗ

実行後
配布
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（直線型)練習問題 変数AとBの内容を交換する流れ図
と擬似言語を作成せよ。作業用に変数Ｗを使用する。

開始
流れ図 ○主プログラム：交換処理擬似言語

配布
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選択型(分岐型）

流れ図（条件が１つ）

条件

処理１ 処理２

YES

NO

配布
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選択型(分岐型）

流れ図（条件が複数）

条件１かつ条件2

処理１ 処理２

YES

NO

配布
7

選択型(分岐型）

流れ図（条件が複数）

条件１または条件2

処理１ 処理２

YES

NO

配布
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練習 下記の流れ図のＡ，Ｂそれぞれに値（１または０）
を設定して実行した場合、ＳＷはどのようになるか？

Ａ＝１かつＢ＝１

０ → ＳＷ １ → ＳＷ

YES

NO

Ａ Ｂ ＳＷ

０ ０

０ １

１ ０

１ １配布
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選択型(分岐型）

条件

● 処理1

● 処理2

ＩＦ ＴＨＥＮ ＥＬＳＥ型（双岐選択型）
条件を満たす場合と、満たさない場合で処理が分かれる

擬似言語

配布 10

条件

●処理

ＩＦ ＴＨＥＮ型（単岐選択型）
条件を満たす場合処理を行う

擬似言語

選択型(分岐型）

配布
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Ａ＝１ または Ｂ＝１

● ＳＷ ← ０

● ＳＷ ← １

擬似言語

練習 下記の擬似言語のＡ，Ｂそれぞれに値（１または
０）を設定して実行した場合、ＳＷはどのようになるか？

Ａ Ｂ ＳＷ

０ ０

０ １

１ ０

１ １
配布
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商品の数量と単価を入
力し、「数量が１００個以
上か、または単価が5万
円以上」のとき、1割引し

て金額を求め、出力する
擬似言語を作成せよ。

○主プログラム：料金を求めるプログラム

配布
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商品の数量と単価を入
力し、「数量が１００個以
上で、かつ単価が5万円
以上」のとき、1割引して

金額を求め、出力する擬
似言語を作成せよ。

○主プログラム：料金を求めるプログラム

配布
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テキストＰ３７ 例題２．４
の「ＩＦ ＴＨＥＮ ＥＬＳＥ
型」の流れ図を擬似言語

で書け。

○主プログラム：料金を求めるプログラム

配布
15

１．宣言部の作成
必要な変数は…

年齢、料金

進め方

繰返し型（反復型，ループ型）

• 一連の命令または処理の繰り返しをループと
いう

• 一連の処理を何回か繰り返して実行するパ
ターンのことを繰返し型という

• 流れ図では、繰り返す処理を「ループ端記
号」で囲む

• 「ループ端記号」にはループ名を記入する

• 「ループ端記号」のいずれか一方に終了条件
を指定する

配布
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開始

Ａ ＋ １ → Ａ

終了

１ → Ａ

準備記号
Ｐ４５参照

終了条件を満足した場合

終了条件を満足しない場合

配布
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開始

Ａ ＋ １ → Ａ

終了

１ → Ａ

加算処理

Ａ ＞ ３

加算処理

１

２

３

４

流れ図を追跡するためのトレース表を作成する

処理番号 終了条件 変数Ａの内容

配布
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開始

Ａ ＋ １ → Ａ

終了

４ → Ａ

加算処理

Ａ ＞ ３

加算処理

１

２

３

４

流れ図を追跡するためのトレース表を作成する

処理番号 終了条件 変数Ａの内容

初期値変更

配布
19

開始

Ａ ＋ １ → Ａ

終了

１ → Ａ

繰返し処理

Ａ ＝ ０

繰返し処理

次の流れ図をトレースせよ。

配布
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開始

Ａ ＋ １ → Ａ

終了

１ → Ａ

加算処理

Ａ ＞ ３

加算処理

先の流れ図を擬似言語で記述する

○主プログラム：繰返しのプログラム

配布
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練習 次の擬似言語をもとに設問に答えよ。

○主プログラム：繰返しのプログラム

○整数型：回数，合計

・回数 ← １

・合計 ← ０

回数 ≦ ５

・ 合計 ← 合計 ＋ 回数

・ 回数 ← 回数 ＋ １

１

２

３

４

５

配布
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設問１ トレース表を完成させよ。

処理Ｎｏ 判定 回数 合計

配布 23

設問２ プログラムの処理概要につい
て（ ）内を埋めよ。

• このプログラムは１から（ ５ ）までの
（ 合計 ）を求める。

配布
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